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(2)次に。(図 2)のように棒をまっすぐにア硼引き上
卸になりましたか。

(ノ )棒 t容 器の左はし1こ つけマ書きます。

容器 ヒ棒の半径のケには(′ 0:〃=)5:2なので

容器の應面積 ヒ棒の底面積の|いま

(5x5) : (2x2)= 25 : 4

(2)(′ )の 続 きt考 えます。

棒 t7Cm引 れ上1ず ろヒ1こ に

すきまができフKが流れも みます0ヽ ら

7K面 が下がります。

(7)の 部 分 の水 が (イ )に 移 ります。
すきまの体薇 (ウ )は

Ox7=28→ (■ )も 同じ

号
=

(工 )の 書p分 の底 面 積

“

(25-4=)0
2凛

唖 卜4メ 〆
― c △

ゝ
/,由 I〕与1し

哀 ろ高さ(▲ )は  28■ 2ノ =′
l cm
3

上 の図 で,

0+イ の体積lオ 25x2=50→ 0●ア七日″
し性がっマ.水 の環 さ(△ )は
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き,水の深さは何

50÷〃 =′ 2.5 cm


